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物運送規}jlJで前記のように定めている。なお自動車線と航路に

またがり運送する場合で，鉄道区間が介在していないときには，

準拠法規がないので貨物引燥す止も紛荷証券も発行しない。

(3) 証券の請求時期および発行時期j

貨物引換詰Eの発行請求については， 罰E券の性質にかんがみ慎

重を則するため，小荷物または貨物託送の際行うこ ととし， 請

求の時期lを託送の際に限定している。またこの証券は， 国鉄で

小荷物または貨物 1 口 全部の引渡しを受けたのちに発行するこ

とにしている。

(4) 発行通数

小荷物の場合は l 倒につき l 通，貨物の場合は 1 口につき l

通にかぎられている。

(5) 証券手数料

この証券を発行したときは，証券手数料( 1 通につき 70 円 )

を収受す石。これは法令上明文はないが発行および用紙等に経

費を裂するので， 11百手1124 ・ 1 0 からこの料金を収受することにな

った。

(6) 発行者

荷送人から諮求があった場合駅長が発行する。すなわち貨物

巡送状(車扱貨物の峨合)の記i股または荷送人の申告にもとづい

て必要事項を記入し，駅長がこれに記名して公印を折lす。なお

荷扱所にあっては所属駅長が発行し， 自動車線の業務委託駅ま

たは貨物取扱所にあっては， その駅の収入金の取扱をする自動

車営業所長または自動車線の駅における営業係が発行する。

(7) 記載事項

記載事項は既述のとおりであるが，価額欄には荷送人からiilIi

額の|珂告があった場合に記入し，また証券に記入欄の設けがあ

っても記入を要しないときは，その繊jに斜線を i] I~ 、て消してい

る。なおこの証券の記入事項は原則として訂正しないが，やむ

を得ず訂正を要する文字には赤線 2 条を引き ， その筒所に駅長

公印を拘1すことにしている 。

(8) 運送品の引波方

この証券により小荷物または貨物の引渡しをする場合は，証

券の英国に荷受人に引波年月日 ， 住所氏名または商号の記入お

よび押印を求め，これと引換えに引渡しをする。引渡しずみの

証券は全商に赤色で×線を引き，これに駅長が認印して保存す

る。

7 っき.にi迅速事業者が委託者の請求により発行する貨物引

換証(商法第 565 条第 2 項)について ， 日本通迎株式会社の発行

するものについてつぎにのべる。

( 1) 機式

別掲のとおりであって，袈聞につき.の事項について約款が印

刷してある。 (7) 鉄道 ・ 軌道等を利用するときは， その運送繊

関の行う連送については，その運送際限lに適用される法令，そ

の巡送機関の定めた規則もし く は約，沃およびその巡送機関の聞

に行われている慣習によること (イ) 巡送の中止・返送または

転送その他の処分の翁求および処理 (め巡送品が当初の運送

方法によることができなくなったときの処碩(司 引換証の所

持人が引換証を喪失したときの処理 (オ) 運送品が同社の資に

帰すべからざる事由によりi] l ì度不能となった場合に，同社が損

害賠償の寅を負わなし、ときの事由等。

(2) 引換証の発行

委託者から貨物引換証の請求があったときは，その旨の記載

ある送状の提出を求める。なおつぎの物品に対しては号|換言iEを

発行しないことにしている。(カ 国鉄貨物運賃等級表上の貴重

品(貨幣，有価証券，賞金属， 宝玉石， 美術骨董品)および危険品

げ)槌木類， 苗(百合根を除く)，生花(労動物(ヱ)活魚介

類その他腐敗または変質しやすいもの (オ) 流動物(酒類， 酢

類，醤i由類，詰!il京飲料水努iおよび発火または引火毒事の危険性の

ない油類を除く)。仇) 汚わい品 (キ) 荷造不完全な易損品

(ク) 引越荷物 (列着駅で荷受人の専用線入となるもの (コ)

代金取立の委託に応、じたもの。

(3) 発行通数および引換証料

当該物A71 を巡送する迎送機関における l 口の制限にしたが

い， 1 口ごとに 1illiを当該迩送品全部の引渡しを受けたのちに

発行する。引換証を発行した ときは，引換託料( 1 通につき発

送 110 円，到着 50 門)を収受する。

(4) 発行者および記載事項

委託者から提出の送状にも と づいて必援事項を記入し， 支店

長または代ßJ!発行を認められている営業所長がこれに記名して

職印を抑なつし， かつ所定観の収入印紙をはって消印する。記

ll~事項は商法第 571 条第 2~買に規定するもののほか， 発送取扱

駅所名，着扱店名， 運送品価額， 運送方法(鉄道により運送する

場合はその扱種別)，荷送人および荷受人住所等である。一一ふ荷

為替。船荷証券。

参考文献石井!照久若商法概論。小町谷操三著運送法の

国論と笑際。後屋敷保啓箸 貨物引換証常識二百題。松本悉治

若 商行為法。(松本義秋・伊藤孝)

かもつひょうじゅんすうりょう 貨物標準数量 全国的に

常時多量に運送される貨物で，その荷姿 ・ 重量が-jÊの規絡に

統一されているものを，貸主が託送のさいそのZ重量:をはかつて

申告し ， 鉄道がこれを確認していたのでは荷送人 ・ 鉄道とも煩

雑にたえないので， これをさけるために鉄道がこのような貨物

を全国的に調査し，特定の品種のものにつきこの貨物の数量は

そのつど笑測の数量;によらず，この数量により取扱うというよ

うに定めた数量のことで，その内容は 1 f/J日 当 りの標準重量 と l

t 当りの傑準個数とから成っており ，貨物巡送規WJの別表の貨

物際準数盆表に定めている。

標準重量 標準数iEのうち貨物 1 j間 当 りの重量:の定めを際準

設量といい，この極貨物の 1 j閤当 り :m:盆はすべてこの際準重設

によることになっている。たとえば玄米 ・ 60 kg 入 ・ 俵または

|久(かます)入のものは l 個当 り 64.5 kg と 定めている。

標準個数 標準重量と問機に傑4生数量のうち貨物 1 t 当りの

個数の定めを標準他|数といい，この適用は111放貨物であって 1

口の全部が 1 t 当りの個数を同 じくするものにかぎり取扱う。

たとえば玄米 ・ 60kg 入・依または臥入のものは 1 t 当り個数は

15.6 倒と 定めている。(重森I在倒)

かもつゆそうけいかく 貨物輸送計画 貨物を円滑 ・ 迅速・

的確に輸送し，これに対する輸送施設を経僚的 ・能率的に利用

するための青|闘をいう。貨物は量的にも質的にも ， また地域的

にもそれぞれ複雑な条件によって輸送されるものであるから，

これに対してはきわめて多岐な手配が必裂である。この手配が

あらかじめ周到に準備されないと，輸送の目的が来たされない

ばかりでなく，輸送力を無駄に使用することも多い。貨物輸送

計画は広義においては施設計画，貨車の配給，輸送列車， 輸送

の方法，その他広い範囲にわたるものであるが，普通の場合は

物資出回り予惣とその計画，貨車迎用計画，輸送力の利用計画

だけをいう。国鉄ではつぎのような計画設定が行われる。

l 物資計画

愉送需要すなわち出貨の想定は， 貨物輸送の最も基本的な要

件である。その方法は (1) 本社は中央では怪できるものにつ

いて調査する (2) 支社は現地における物資の生産・Jl'T蔵・取
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